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1. 下記の損益計算書の空欄に入る適切な語句を、以下の語群の中から選び記入しなさい。 

〔語群〕 

収益   費用   利益 

 

 損益計算書  

費用 

利益 

収益 

 

2. 次の勘定科目を収益、費用のいずれにあてはまるかを空欄に記入しなさい。 

(1) 受取利息 → （  収 益  ） 

(2) 支払家賃 → （  費 用  ） 

(3) 広告費 → （  費 用  ） 

(4) 受取地代 → （  収 益  ） 

(5) 支払利息 → （  費 用  ） 

 

3. 長州商店の平成×9 年の 4 月 1 日から 3 月 31 日までの収益と費用は、次の資料のとおり発生した。これに基づいて、

（1）収益の総額、（2）費用の総額、（3）当期純損益を計算しなさい。 

〔資料〕 

商品売買益  ￥980,000  支払家賃  ￥300,000  給料 ￥500,000 

受取手数料  ￥430,000  支払利息  ￥50,000  通信費 ￥75,000 

広告宣伝費  ￥225,000  受取利息  ￥40,000  交通費 ￥150,000 

 

（1）収益の総額 （2）費用の総額 （3）当期純（ 利益 ） 

￥ 1,450,000 ￥ 1,300,000 ￥  150,000 
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4. 次の表の空欄に正しい金額を記入し、完成しなさい。マイナスの場合は▲を記入する。 

期  首 期  末 
 

資産 負債 純資産 資産 負債 純資産 
期間収益 期間費用 

当期 

純損益 

1 100 ( 40) 60 130 60 70 ( 70) 60 ( 10) 

2 250 150 (100) 220 (175) 45 70 (125) (▲55) 

3 125 50 75 (105) 30 75 100 (100) (  0 ) 

 

5. 山陽興業は、平成×1 年 1 月 1 日に現金 ￥7,500,000 を元入れして開業した。平成×1 年 12 月 31 日の財政状態

と経営成績は次のとおりであった。これに基づいて、貸借対照表と損益計算書を作成しなさい。なお、当期間内に出資

の増減はない。 

現金 ￥800,000 商品  ￥750,000 売掛金   ￥600,000 備品   ￥400,000 

土地 ￥4,500,000 買掛金 ￥1,200,000 通信費   ￥75,000 給料   ￥600,000 

建物 ￥3,000,000 借入金 ￥1,100,000 支払利息  ￥20,000 受取家賃 ￥350,000 

商品売買益 ￥695,000    旅費交通費 ￥100,000 

 

 

 

 


